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これまでの取組みと�
今後の活動について�



福島第⼀原発の爆発事故が及ぼした�

放射性物質による汚染状況を、	

客観的な記録として計測し続け、�

汚染の実態を明らかにするとともに、�

あらゆる⼿法で広く計測データを開⽰し、�
⾼線量地域に住まわされている�

⼈々の命を守るために役⽴てて頂く。�

私たちの⽬的�



前掲の⽬的に賛同する�

東京近辺/福島県の60歳超の有志が�

南相⾺市を拠点として�

計測および⼟壌分析の活動を展開。�

全ての経費は⼀部の寄附を除いて�

⾃⼰負担で活動を続けている。�

私たちの仲間�



福島第⼀原発事故の被災地を毎⽉1回、	

約1週間にかけて放射線量を測定。�
放射線の空間線量率と表⾯汚染計数率、�

放射性セシウムの⼟壌含有量を�
客観的かつ正確に計測/分析し、�

可視化した資料として作成し、�
広く情報開⽰している。�

私たちの活動�



Sv(シーベルト)は、放射線の量を⼈体影響の⼤きさ�
で表す単位。被ばく線量の⽐較的低い放射線防護のために使⽤する量として定
義されている。�

●空間線量率を測定 	

⽇⽴アロカTCS172B�
（NaIシンチレータ）	空間放射線による�

被ばく線量を測定�
（γ線）�

●表⾯汚染計数率を測定 	

⽇⽴アロカTGS146B�
(Gm計数管)	

⼟壌の表⾯汚染を�
測定（β線＋γ線）	 cpm(counts/minute) は、1分間に放射する放射線の数値。�

放射線によって得られる不連続な信号を、別々に計数して表⽰する(パルスモー
ド)⽅式により測定を⾏っている。�

●放射性セシウムを測定 	

キャンベラCJ-NaI�
(⾷品放射能測定装置)	⼟壌内に含有する�

放射線セシウムを�
測定（γ線）	

Bq(ベクレル)は、放射能の強さの単位。�
Bq/kg(ベクレル/kg) は、１kgあたり汚染濃度。�
Bq/㎡（ベクレル/㎡）は、1㎡あたりの汚染密度。�

私たちの測定機器�



空間と⼟壌の放射線量を測定�
（メッシュは375m×500m）	

地上⾼1m・50cm・1cmの空間における放射線量率の測定および、採取した⼟壌の放射性セシウム�
（セシウム134/セシウム137）の含有分析。その他、ホットスポット探索や室内測定も実施する。�

私たちの測定⼿法（⼟壌採取/分析の例）	



第 1 回：2012/10/6〜8 原町区押釜�
第 2 回：2012/11/23〜25 原町区⽚倉�
第 3 回：2013/1/12〜14 原町区上太⽥�
第 4 回：2013/4/25〜29 原町区⾺場�
第 5 回：2013/7/1〜7   原町区⾼倉・⼤⾕�
第 6 回：2013/9/10〜16 原町区⽜越・⼤⽊⼾   �
第 7 回：2013/10/7〜14 原町区⼤⽊⼾・⽯神・信⽥沢	

第 8 回：2013/12/17〜23 ⿅島区上栃窪・橲原   �
第 9 回：2014/3/10〜16 原町区⼤原   �
第10回：2014/4/22〜29 原町区押釜2巡   �
第11回：2014/6/1〜7    個⼈宅   �
第12回：2014/6/29〜7/6 原町区⽚倉2巡＋個⼈宅�
第13回：2014/8/3〜9 原町区⽚倉・⾺場2巡＋個⼈宅�
第14回：2014/8/31〜9/7 原町区⾺場2巡�
第15回：2014/10/26〜11/2 原町区⽮川原＋個⼈宅�
第16回：2014/12/7〜13・12/21 原町区⽮川原・深野 �
            ＋個⼈宅�
第17回：2015/3/9〜15 原町区⾼倉・⼤⾕2巡�
第18回：2015/4/19〜26  ⿅島区上栃窪2巡＋個⼈宅�
第19回：2015/5/17〜24 個⼈宅�
第20回：2015/6/7〜14 個⼈宅＋原町区⼤原2巡�
第21回：2015/7/26〜8/2 個⼈宅�
第22回：2015/9/14〜21  個⼈宅�
第23回：2015/10/25〜11/1 個⼈宅＋⼤原�
�

番外    ：2015/11/16〜11/18 飯舘村教育機関 �
             ※飯舘村の被災者から依頼を受けて対応。�
第24回：2015/11/29〜12/6 橲原･上栃窪･⼤原2巡�
第25回：2016/1/17〜1/24  伊達市保原＋原町区⼟壌   �
            ※伊達市の被災者から依頼を受け対応。 �
第26回：2016/3/6〜3/12 原町区押釜＋⼩⾼区教育機関  �
             ※⼩⾼区の被災者から依頼を受けて対応。�
第27回：2016/4/10〜17 原町区押釜・⽚倉・⼩⾼区飯崎�
第28回：2016/5/15〜22 伊達市保原/南相⾺市⽚倉/⼩�
             ⾼区飯崎 �
               ※伊達市・⼩⾼区の被災者から依頼を受けて対応。�

第29回：2016/6/19〜26 ⼩⾼区⼤⽥和                        �
             ※⼩⾼区の被災者からの依頼を受けて対応。�
第30回：2016/7/17〜24 ⼩⾼区⾦⾕･川房                  �
             ※⼩⾼区の被災者から依頼を受けて対応。�

第31回：2016/8/21〜28 原町区⾺場3巡・⼩⾼区川房   �
             ※⼩⾼区の被災者から依頼を受けて対応。�
第32回：2016/9/18〜25 原町区⾺場3巡⽬・⿅島区�
第33回：2016/10/23〜30 原町区⾺場：3巡・⼩⾼区⾦�
     ⾕・川房・⼤富                                            �
             ※⼩⾼区の被災者から依頼を受けて対応。�

第34回：2016/11/20〜27 川内村個⼈宅・⼩⾼区⼤富   �
    ※川内村および⼩⾼区の被災者から依頼を受けて対応。�

第35回：2016/12/18〜25 伊達市保原・⼩⾼区⽻倉    �
            ※伊達市の被災者から依頼を受けて対応。     �
�

私たちの活動経緯�

南相⾺20mSv/y�
避難基準撤回訴訟の�

原告側資料の為に測定。�

被災避難者から�
依頼を受けて測定。�



特定避難勧奨地点が指定された地域の個⼈宅測定：南相⾺市原町区宅地の事例�

個⼈宅の測定にあたっては、	

●室外は、⽞関前3m＆6m�
 および敷地の東⻄南北の �
 四隅の地上1m/50cm⾼ �
 の空間線量率と地表1cm�
 ⾼の表⾯汚染計数に加え、　	

　ホットスポットを計測。�
●室内は、家族が⽇常で最も�
 ⻑時間滞在する部屋を中�
 ⼼に空間線量率と表⾯汚  �
 染計数を計測。�

私たちの測定データ：その1�



空間線量率(メッシュ法)による対⽐（2014年と2016年の⽐較）：南相⾺市原町区の事例�

▲2016年8⽉­10⽉測定�

▼2014年8⽉­10⽉測定�

私たちの測定データ：その2�

2年の経過で空間線�
量率はやや低下して�
いるとはいえ、未だ�
0.23μSv/h以上の�
地域がほとんど占め�
ている。�



私たちの測定データ：その3�
空間線量率の定点の⽐較（2012年〜2016年の⽐較）：南相⾺市鉄⼭ダム近辺の事例�

2016/11/24� 2015/11/17�

2012年：9.57μSv/h�

2013年：6.30μSv/h�

2014年：8.39μSv/h�

 ※県道の除染�
2015年：42.73μSv/h�

2016年：10.13μSv/h�

※除染作業の際に使⽤した⽔の流れ�
 によるホットスポットの移動事例�



⼟壌に含まれた放射性セシウムの分析結果（375m×500mメッシュ）：南相⾺市原町区の事例�
私たちの測定データ：その4�

原町区では⽐較的空間線量�
が低いこの地域だが、⼟壌�
の汚染密度は極めて⾼く１�
エリアを除いた全てが放射�
線管理区域に該当している。�



⼟壌に含まれた放射性セシウムの分析結果（375m×500mメッシュ）：南相⾺市⼩⾼区の事例�

5	

徹底的な除染を終えて昨年�
に避難解除されたこの地域�
だが、そのほとんどが放射�
線管理区域に該当し、100�
万Bq/㎡超の汚染密度の⼟�
壌を検出したエリアは3割�
もあった。�

私たちの測定データ：その5�



私たちの測定データ：その6�

■空間線量率の測定での結果は、	

 １m    ＝0.16〜0.37μSv/h�
  50cm＝0.15〜0.62μSv/h�
  1cm   ＝0.13〜1.46μSv/h�

■地表の表⾯汚染計数率の測定結果は、�
  1cm ＝117〜843cpm�
■⼟壌採取による分析の結果は、	

　最⼩値＝  4,840Bq/㎡	

　最⼤値＝725,000Bq/㎡�
  ※上記データは2005年に福島県災害対策本部発�
  表伊達市の2.4倍〜460倍に当たります。�

●⼟壌汚染密度�

●空間線量率/表⾯汚染計数�

・・・地上⾼１mの空間線量率�
・・・地上⾼50cmの空間線量率�
・・・地上⾼1cmの空間線量率�
・・・地上⾼1cmの表⾯汚染計数�

Bq/kg�
Bq/㎡�

・・・1kgあたりの汚染濃度�
・・・1㎡あたりの汚染密度�

1m(μSv/h)	

50cm �
1 cm �

1 cm(cpm) �
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★	
「放射線障害防⽌法」「労働安全衛⽣法」などの法令によれば、実効線量で
３ヶ⽉1.3mSv(空間線量率で約0.6μSv/h)または、汚染密度で
40,000Bq/㎡以上になる恐れのある場所は「放射線管理区域」に指定し、
⼀般⼈の⽴ち⼊りを厳しく制限しなくてはならない。�

★	
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新興住宅地の住⺠から依頼を受けての測定結果（50m×50mメッシュ）：伊達市保原の事例�

50m×50mのメッシュで�
区分した40エリアの測定�
で、放射線管理区域に該当�
しないエリアは1箇所とい�
う結果となった。	

この団地には⼩学⽣以下の�
児童が100⼈以上⽣活して�
いるにもかかわらず、未だ�
⼀度も除染されていない。�



私たちの情報開⽰�

ホーム 私たちについて モニタリング 土壌分析 公開データ 資料

■活動予定
2016/12/18（日）～12/25（日）
第35回モニタリング予定

2017/01/22（日）～01/29（日）
第36回モニタリング予定

■お知らせ
2017/01/19（木）　15:30～
南相馬・避難20ミリシーベルト基準撤回訴訟　第6回口頭弁論　於:東京地
裁

■このwebサイトに関するお知らせ
▲2016/12/07　公開データのページに小高区西側全体の空間線量率メッシュ図訂正版を追
加
▲2016/12/02　資料のページに東日本大震災復興特別委員会での山本太郎議員の質疑動画
を追加
▲2016/12/02　公開データのページに福島県川内村東部の土壌汚染図を追加
▲2016/11/14　資料のページに11月3日付けの中国新聞の切り抜きを追加
▲2016/11/08　公開データのページに南相馬市小高区西側全体の空間線量率メッシュ図を
追加
▲2016/11/04　公開データのページに南相馬市小高区金谷・川房の土壌汚染図を追加
▲2016/11/02　公開データのページに南相馬市小高区大富・金谷の土壌汚染図を追加
　　　　　　　　　　同じく南相馬市原町区馬場の第3回目メッシュ図と第2回目との比較図
を追加
▲2016/10/08　公開データのページに南相馬市鹿島区橲原地区の土壌汚染図を追加
▲2016/10/03　公開データのページに南相馬市小高区川房地区のメッシュ図を追加
▲2016/08/24　資料のページに福島県発行の『除染ハンドブック』のコピーを追加
▲2016/08/12　資料のページに『無謀な帰還政策─リスクを負う被害者たち』の記事を追
加
▲2016/08/02　公開データのページに南相馬市鹿島区上栃窪地区の土壌汚染図を追加
▲2016/07/29　公開データのページに南相馬市原町区大原と小高区大田和の土壌汚染図を
追加
▲2016/07/25　公開データのページに南相馬市小高区金谷地区のメッシュ図を追加
　　　　　　　　　　資料のページに計測中の動画とモニタリングポストの検証画を追加
▲2016/07/14　公開データのページに南相馬市山間部の土壌汚染図を追加

（気軽に書き込んでください）

●Webサイト�
http://www.f1-monitoring-project.jp�

データや活動実績、等�
のアーカイブを⽬的�
として制作中！�

●facebook⾴�
https://www.facebook.com/fukuichi.mp/�

リアルタイムな活動情報や
募集告知、賛同者や⽀援者
との交流を⽬的として制作
中！�

SNSによる情報公開については現
在、⽇本語版の他に英語版・フラン
ス語版・韓国語版を充実させるべく
準備を進めている。�



私たちの普及活動：その1�講演活動� 裁判報告集会�

⼤学講義�



私たちの普及活動：その2�
弁護⼠勉強会�

住⺠説明会�

原告団勉強会�

市⺠放射線測定教室�

原稿執筆�



私たちの思い�
 ■チェルノブイリ原発事故と福島第⼀原発事故の対応⽐較	

原  発� チェルノブイリ原発� 福島第⼀原発�
責任国� ベラルーシ� ウクライナ�

強制避難� 年5mSv以上�
⼟壌汚染555,000Bq/㎡以上�

年20mSv以上�
⼟壌汚染なし�

⽇本�

移住の権利� 年1m〜5mSv�
⼟壌汚染185,000以上〜555,000Bq/㎡未満� なし�

汚染地域の範囲� 年0.5mSv以上�
⼟壌汚染37,000以上〜185,000Bq/㎡未満� なし�

被災者登録� あり（避難者、汚染地域の住⺠）� なし�

⼦どもの保養� 国営のサナトリウムを建設�
年1回、約1ヶ⽉� ⺠間ボランティア�

放射性セシウム含有の�
上限値�

飲料⽔：2 Bq/kg� 飲料⽔：10 Bq/kg�

作業に当たった労働者�
（リクビダートル）�

英雄として表彰�
住居・⾼額年⾦・無料の医療が⽣涯補償�

多層下請構造�
名前すら把握されていない�

給⾷� 安全な⾷材を提供� 地産地消・⾷べて応援�

野菜：40 Bq/kg� 野菜：100 Bq/kg�

チェルノブイリ原発事故と同等規模
のレベル7という事故でありながら、
その事故に対する⽇本政府の被災者
に対する対応は⾮⼈間的なものであ
る。�
⽇本の基準が国際的な視点とかけ離
れている現実を、多くの⼈に広く知�
って頂くとともに、⼈権に基づく基�
準の⾒直しを図るために、私たちが�
蓄積したデータを広く活⽤していた
だく。�



 １．20mシーベルト基準撤回：訴訟に関わる南�
   相⾺市⿅島区・原町区⼭側8⾏政区のメッシュ�

   測定3巡⽬（進⾏中・2017年末まで）。 �

 ２．新たな避難指⽰解除地域での測定�
   （例：浪江町の常磐線と常磐⾃動⾞道に挟ま�
   れた地域＝準備中）。 �
 ３．個⼈宅地および屋内の測定依頼への  �
   対応（⽴ち会いを条件に）。	

私たちの活動予定�



 １．福島第⼀原発事故で⾶散した放射性物質の�
   汚染状況を継続観察し、客観的なデータ�
   の蓄積を図る。�

 ２．⾶散した放射性物質が⼈類や⾃然環境に及�
   ぼす影響、等を研究する⽅々に、そのデータ�
   を有効活⽤して頂く。�

 ３．⼈間的な⽣活を奪われた被災者の⽣活を、早�
   急に保障するための様々な闘いの資料とし、	

　　　　そのデータを提供する。�

私たちの課題�



 １．計測器材の不⾜�
    ・⾃⼰資産として保持している測定機器が少なく、	

    他団体からの貸与器材に頼っているため、計測器材�
    の融通が難しく、活動の予定を⽴てにくい。�
    ⇒器材の⾃⼰所有により徹底管理�
 ２．活動資⾦の枯渇�
    ・ボランティアによる持ち出しの限界から参加者�
    の確保が困難になりつつある。�
    ⇒交通費、等の経費補填の配慮�
 ３．測定希望に対応しきれない�
    ・スタッフおよび器材の不⾜で、測定を希望される�
    ⽅々のニーズに応えきれない。�
    ⇒他組織との連携や次世代への引き継ぎ�

私たちが直⾯している問題�



私たちの要望�
�
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⾼⽊基⾦の助成⾦は、�
・空間線量率を計測する �
 「TCS172」	

・表⾯汚染計数率を計測�
 する「TGS146」	

の2基の計測機器の購⼊
に充当。�
さらに、宿泊維持費の補
填として活⽤したく考え
ている。�



ご清聴�
有難うございます。�

ふくいち周辺環境放射線モニタリング・プロジェクト�


